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栽
培
編

69
s t e p

定
植
後
、
わ
き
芽
を
早
め
に
欠
い
て

一
番
花
以
降
の
果
実
の
生
長
を
助
け

ま
す
。
ま
た
、
暑
く
な
っ
て
く
る
と
繁

茂
す
る
の
で
、
果
実
が
成
っ
て
枝
が
曲

が
っ
た
り
折
れ
な
い
よ
う
に
、
本
編
に

あ
る
よ
う
な
方
法
で
誘
引
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
小

さ
い
株
で
の
栽
培
で
は
支
柱
に
よ
る
誘

引
を
行
い
ま
し
よ
う
。

ピ
ー
マ
ン
は
収
穫
期
間
が
長
く
、
赤

く
完
熟
さ
せ
て
彩
り
を
楽
し
む
な
ど
、

観
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ピーマンをつくろう㊦

わ
き
芽
を
欠
く

6
9

わき芽は小さいうちに欠きましょう。

　苗床から元気な苗を選びスコップ
で持ち上げます。

一
番
花

わき芽

わき芽
わき芽

わき芽
わき芽

主
枝
と
本
葉
の
間
に
生
じ
、
側
枝
と
な
っ
て
生
長

し
て
い
く
の
が
わ
き
芽
で
す
。ピ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、

一
番
花
が
咲
く
真
下
の
本
葉
に
生
じ
る
わ
き
芽
だ
け

を
残
し
、
下
の
わ
き
芽
は
す
べ
て
欠
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
一
番
花
以
降
の
果
実
の
生
長
を
助
け
ま
す
。

残すわき芽

12

種
か
ら
の
栽
培

自
家
採
種
し
て
畑
に
合
っ
た
ピ
ー
マ

ン
を
育
て
て
い
く
の
も
自
然
農
法
の
楽

し
み
方
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
回
は
、
苗

床
で
育
て
た
後
の
移
植
栽
培
を
プ
ラ
ン

タ
ー
で
育
て
て
み
ま
し
た
。

34

　この時、根を傷つけないように大
きめに掘ります。

土づくりをしたプランターに植え
替えします。

　周辺の土を両手で軽く固めます。　水をやった後は、被覆や支柱立てを
して世話をします。

6
16

5
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多
数
の
株
を
誘
引
す
る
場
合

は
、
ト
ン
ネ
ル
用
の
ア
ー
チ
を

活
用
し
て
ロ
ー
プ
を
２
本
通
し
、

そ
の
ロ
ー
プ
に
伸
び
て
き
た
主

枝
を
ヒ
モ
で
固
定
（
８
の
字
）

す
る
の
が
便
利
で
す
。

kitchen garden 家庭菜園

自
然
農
法
を
家
庭
菜
園
で
学
ぶ
通
信
講
座

資料請求は
通信講座係
まで

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
５
８
（
79
）
１
１
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
８
（
79
）
１
１
２
０

片方の基点にマイカー線を結び付け
ます。

葉
で
わ
か
る
土
の
健
康
度

　今回はマイカー線
を誘引のための支え
に使います。

一
般
的
に
土
の
中
の
養
分
が
過
剰
に
な
る
と
窒
素
過

多
に
な
り
、
病
害
虫
を
招
く
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
葉
の
変
化
に
よ
っ
て
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
写
真
に
あ
る
よ
う
に
窒
素
過
多
に
な
る
と
葉
に
栄

養
が
溜
り
ゴ
ワ
ゴ
ワ
と
波
打
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
畑
で
は
堆
肥
の
施
用
を
や
め
た
り
、
深
耕

す
る
な
ど
、
養
分
調
整
す
る
よ
う
に
土
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

健
康
な
葉

窒
素
過
多
の
葉

誘
引

1

アーチの上部の２点を基点とします。

　途中にあるアーチには、マイカー線
を一回転させて固定しながら先に伸ば
します。

　最後のアーチに線を結び、もうひと
つの基点にも同様に線を張ります。

　マイカー線に枝を結んで誘引してい
きます。こうすることで混み合った枝
が開き、光合成が活発化します。

7
29

収
穫

9
9

下方から花が咲き、実を結ん
だものから収穫していきます。

そ
の
場
で
ヘ
タ
を
切
取

り
食
卓
へ
。

2

34

5
6
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収
穫
す
る
時
期
に
よ
っ

て
、
キ
ヌ
サ
ヤ
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
、
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
と
し
て

利
用
し
ま
す
。

　

キ
ヌ
サ
ヤ
は
幼
果
を
利
用

す
る
た
め
、
ガ
ク
が
し
っ
か

り
実
を
包
み
、
鮮
や
か
な
緑

色
で
、
マ
メ
の
部
分
が
ペ

チ
ャ
ン
コ
で
ふ
く
ら
み
が
な
く
、
ヒ
ゲ

が
白
っ
ぽ
く
ピ
ン
と
は
っ
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
ガ
ク
が
や
や

反
り
返
り
、サ
ヤ
は
鮮
や
か
な
緑
色
で
、

光
沢
が
あ
り
、
マ
メ
の
部
分
が
ふ
く
ら

み
、
ヒ
ゲ
が
緑
色
で
ピ
ン
と
は
っ
て
い

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
、
マ
メ
の
や
わ

ら
か
い
時
期
に
利
用
し
ま
す
。
サ
ヤ
は

全
体
が
ふ
く
ら
み
、
淡
い
緑
色
で
光
沢

は
薄
れ
、
硬
く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
ヒ
ゲ
は
痕
あ
る
も
の
の
取
れ
て
な

く
な
り
ま
す
。
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
は
完
熟

し
た
種
子
を
利
用
す
る
た
め
、
サ
ヤ
が

完
全
に
黄
化
し
て
か
ら
収
穫
し
ま
す
。

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
に
播
種
し
ま

す
が
、
移
植
と
直
播
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
土
づ
く
り
で
す
。
エ
ン
ド
ウ
は
秋

に
発
芽
し
、
冬
を
越
し
て
、
春
に
伸
長

し
、
開
花
・
結
実
し
ま
す
。
秋
〜
冬
は

越
冬
す
る
だ
け
な
の
で
、
栄
養
分
は
ほ

と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。
逆
に
、
肥
料
分

が
多
い
と
、
秋
に
生
長
し
、
越
冬
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
堆
肥
だ
け

を
良
く
混
和
し
て
耕
し
、
２
週
間
以
上

放
置
し
て
微
生
物
を
安
定
化
し
ま
す
。

移
植
に
用
い
る
苗
作
り
は
、
１
鉢
に

３
粒
ず
つ
播
種
し
ま
す
。
本
葉
が
１
〜

２
枚
の
頃
、
良
い
株
を
２
本
残
し
て
間

引
き
、
本
葉
が
４
〜
５
枚
に
生
育
し
た

ら
、
35
㎝
間
隔
で
定
植
し
ま
す
。
直
播

の
場
合
は
１
穴
３
〜
４
粒
を
播
種
し
、

本
葉
が
４
〜
５
枚
に
生
育
し
た
ら
、
生

育
の
良
い
株
を
１
〜
２
本
残
し
て
間
引

き
ま
す
。
次
に
、
笹
竹
を
株
元
に
立
て

ま
す
。
笹
竹
に
は
春
に
エ
ン
ド
ウ
の
蔓

が
か
ら
み
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
寒

さ
か
ら
エ
ン
ド
ウ
を
守
り
ま
す
。

　

エ
ン
ド
ウ
は
春
先
、
開
花
・
結
実
す

る
と
、
次
々
と
収
穫
す
る
た
め
、
肥
料

を
多
く
必
要
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
、春
、

暖
か
く
な
り
、
蔓
が
伸
び
始
め
た
ら
、

葉
色
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
油
粕
な
ど

の
有
機
質
肥
料
を
小
ま
め
に
追
肥
し
ま

す
。
エ
ン
ド
ウ
は
茎
葉
が
小
さ
く
、
地

面
を
這
う
頃
ま
で
は
寒
さ
に
強
い
の
で

す
が
、
蔓
を
絡
ま
せ
上
部
に
向
か
っ
て

伸
長
す
る
頃
に
な
る
と
寒
さ
に
弱
く
、

凍
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
温
暖
な
地

域
で
は
早
播
き
で
も
大

丈
夫
で
す
が
、
寒
い
地

域
で
は
厳
冬
期
に
伸
長

し
な
い
よ
う
に
、
秋
遅

く
播
く
か
、
あ
る
い
は

３
月
中
旬
以
降
気
温
が

上
昇
し
て
か
ら
播

種
し
ま
す
。

サ
ヤ
が
十
分
に

生
長
し
た
頃
が
キ
ヌ
サ
ヤ
、
子
実
が

太
っ
て
き
た
頃
が
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
、
サ
ヤ
の
光
沢
が
な
く
な
る
頃
が
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
と
し
て
収
穫
で
き
ま

す
。
軟
ら
か
い
蔓
は
、
40
〜
50
㎝
を
摘

み
取
り
ト
ウ
ミ
ョ
ウ
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

エ
ン
ド
ウ
は
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
や
地

中
海
で
農
耕
と
と
も
に
栽
培
が
始
ま
っ

た
豆
で
、
日
本
へ
は
９
世
紀
ご
ろ
伝

わ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
種
子
は

「
丸
型
」
と
「
し
わ
型
」
が
あ
り
ま
す
。

自
家
採
種
す
る
と
丸
型
が
優
性
で
遺
伝

し
ま
す
。
か
の
有
名
な
メ
ン
デ
ル
は
こ

の
現
象
か
ら
「
メ
ン
デ
ル
の
法
則
」
を

発
見
し
ま
し
た
。

technology 美味しい野菜の見分け方と作り方

◆
作
り
方
◇

農学博士　木嶋利男

（播種・冬越
し・追肥）エンドウ

◆
見
分
け
方
◇

収
穫
時
に
こ
ま
め
な
追
肥
を

収穫時期を迎えたスナップエンドウ
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network 全国自然農法ネットワーク

能登地区において、昨年 12 月に第
３回自然農法交流会が開催され

ました。会場の志賀町文化ホールに地
元の有識者などを招きパネルディス
カッションを開き、生産、流通、消費
それぞれの立場から意見交換が行われ
ました。昼食には地元普及会の自然米
おにぎりなどが提供されました。

第 3 回能登地区自
然農法交流会開く

昨年11月、鹿児島市で来場者４万
人規模の日本最大の有機イベン

ト、オーガニックフェスタ鹿児島が開
催されました。今回は７つの普及会か
ら生産者、愛好者の他、鹿児島市普及
会の農業体験交流会共催のまるいスト
アも参加し、自然食を販売しました。

オーガニックフェス
タ鹿児島に参加

□
鹿
児
島
県

有機農業の中国地区情報交換会を
１月 22 日（土）午後１時～ 4時

半、島根県松江市のくにびきメッセ１
階の小ホールで開催します。
内容は、水稲の雑草対策事例とオー
ガニック農家経営事例などです。
問合せ先：TEL082-502-6137（細川）

情報交換会 in島根　
1/22松江市で開催

１月28 日・29 日、鶴岡市で情報
交換会開催！内容は、MOA奥

熱海クリニック佐久間院長による基調
講演、本誌 P7 ～ P9 掲載の十坂保育
園園長による事例発表、十坂ちびっこ
太鼓の演奏他。問合せ先：ＭＯＡ東北
地区会員連絡会議TEL022-388-1355

第 9回東北地区自然
農法情報交換会開く

園児たちが大仁農場で昨年 10月に
収穫体験を行いました。５月に

田植えをして立派に育った稲を、ヨイ
ショ、ヨイショと掛け声をかけながら、
慣れない手つきで刈取り、芋ほりでは
掘り起こす度に喚声が湧きおこる楽し
い一日になりました。

有機農業への新規参入
相談窓口はこちらまで

0558（79）1133
MOA自然農法文化事業団　参入全国相談窓口

Organic Farming Movements 有機農業の動き
農
水
省
「
消
費
者
の
部
屋
」
で

有
機
農
業
の
紹
介

鹿
児
島
県
会
員
連
絡
会
議

□
島
根
県

中
国
地
区
会
員
連
絡
会
議

□
山
形
県

□
石
川
県

長岡市で昨年 11 月に研究発表会を
開催しました。内容は、高知県

有機農業研究会の山下理事による講
演、野浦トキの郷米生産組合の北野組
合長や新潟市立漆山小学校の金子先生
や柏崎市の水野氏による事例発表があ
り、生産者と消費者の相互理解の深ま
る発表会となりました。

第15回新潟県自然
農法研究発表会開く

□
新
潟
県

MOA熱海保育園
大仁農場で収穫体験

去
る
、
11
月
１
日
〜
５
日
農
林
水
産
省

の
「
消
費
者
の
部
屋
」
に
お
い
て
、『
有

機
農
業
の
目
指
す
世
界
２
０
１
０
』
と
題

し
て
、
有
機
農
業
推
進
法
に
も
と
づ
く
取

り
組
み
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
全
国
有
機
農
業
推
進
協
議
会
・
有

機
農
業
技
術
会
議
・
日
本
有
機
農
業
研
究

会
の
３
団
体
が
協
力
し
、
有
機
農
業
・
自

然
農
法
の
取
組
み
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
農

産
物
や
加
工
食
品
の
展
示
と
試
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
消
費
者
の
疑
問
・
質
問
に
答

え
る
有
機
農
業
セ
ミ
ナ
ー
や
有
機
農
業
の

相
談
窓
口
も
同
時
に
開
か
れ
、
大
仁
農
場

に
開
設
し
た
「
有
機
農
業
参
入
全
国
相
談

窓
口
」
も
紹
介
。
来
場
者
は
全
国
的
な
広

が
り
を
み
せ
る
有
機
農
業
や
大
仁
農
場
の

事
業
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
筒
井
信
隆
・
篠
原

孝
両
農
水
副
大
臣
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
見

学
中
に
自
然
農
法
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
潟
県
連
合
会

□
静
岡
県

大
仁
農
場

東
北
地
区
自
然
農
法
普
及
会太鼓の練習をする園児たち

能
登
地
区
自
然
農
法
普
及
会

有
機
農
業
セ
ミ

ナ
ー
の
様
子

自
然
農
法
の
取
り

組
み
の
紹
介
や
試
食

も
行
わ
れ
た
。

昨年の交換会で挨拶する鳥取県農試の熊谷室長
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□
自
然
農
法
で
の
連
作
栽
培
で
収
量
が
安
定

す
る
ま
で
の
営
み

昭
和
48
年
頃
に
自
然
農
法
を
開
始
し
た
当

時
は
、
比
較
的
栽
培
が
容
易
な
焼
酎
の
原
料

で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
中
心
に
栽
培
し
て
い

ま
し
た
。
数
年
後
、
就
農
当
時
か
ら
慣
行
農

法
で
カ
ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
て
い
た
経
験
を
生

か
し
、
自
然
農
法
に
よ
る
カ
ボ
チ
ャ
栽
培
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

当
初
は
、う
ど
ん
こ
病
や
疫
病
、セ
ン
チ
ュ

ウ
な
ど
の
病
害
虫
被
害
が
甚
大
で
、
収
量
は

低
く
、
品
質
も
悪
く
て
消
費
者
か
ら
の
苦
情

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
病
害
虫
の
対
策
に
木

酢
な
ど
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
判
然
と
し
た

効
果
は
み
ら
れ
ず
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
土
づ
く
り
は
栽
培
当
初
か
ら
カ

ヤ
を
中
心
と
し
た
草
質
堆
肥
で
行
い
、
５
年

目
く
ら
い
か
ら
は
牛
糞
堆
肥
も
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
カ
ボ
チ
ャ
の
収
穫
後
は
、
ソ
ル

ゴ
ー
、
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
な
ど
の
緑
肥
を
栽
培

し
、
す
き
込
む
こ
と
で
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
被
害

は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
収
量
は
年
数
経
過
と

共
に
向
上
し
て
品
質
も
安
定
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
山
川
地
域
の
平
均
収
量
は
、
1.5
ｔ

／
10
ａ
で
、
は
じ
め
は
５
０
０
㎏
／
10
ａ
程

度
し
か
な
か
っ
た
収
量
が
、
近
年
で
は
1.2
〜

1.6
ｔ
／
10
ａ
と
地
域
の
慣
行
栽
培
と
か
わ
ら

な
い
く
ら
い
の
収
量
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
農
法
実
施
し
て
５
年
を
越
え
れ
ば
、
収

量
、
品
質
と
も
に
安
定
し
て
く
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
栽
培
面
積
は
当
初
15
ａ
ほ
ど
で

し
た
が
、
徐
々
に
拡
大
し
て
今
で
は
全
面
積

１
５
０
ａ
で
自
然
農
法
に
よ
る
カ
ボ
チ
ャ
栽

培
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
創
意
工
夫

①
育
苗

　

本
葉
４
枚
で
主
枝
を
摘
心

し
定
植
。
定
植
後
の
活
着
が

ス
ム
ー
ス
に
進
む
よ
う
に
健

全
な
苗
を
作
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
用
土
に
は
野
積

み
し
て
何
年
も
経
過
し
て
い

る
草
質
堆
肥
を
使
用
し
ま
す
。

②
土
づ
く
り
と
栽
培
管
理

圃
場
の
土
づ
く
り
は
、
草

を
中
心
と
し
た
粗
大
有
機
物
と
牛
糞
と
の
割

合
を
８
：
２
で
製
造
し
た
完
熟
堆
肥
を
約
３

ｔ
／
10
ａ
程
度
施
用
し
ま
す
。

　

観
察
か
ら
、
カ
ボ
チ
ャ
は
果
実
肥
大
期
に

養
分
を
必
要
と
し
、
こ
の
時
期
に
養
分
切
れ

を
起
こ
す
と
樹
勢
が
弱
り
、
う
ど
ん
こ
病
が

発
生
し
や
す
く
な
る
と
感
じ
て
お
り
、
生
育

状
況
を
み
な
が
ら
追
肥
に
米
ぬ
か
と
菜
種
油

粕
を
発
酵
さ
せ
た
ボ
カ
シ
肥
を
株
周
り
に
施

用
し
ま
す
。

一
番
果
の
着
果
時
期
に
は
訪
花
昆
虫
が
少

な
い
の
で
、
人
工
交
配
を
行
な
い
、
10
〜
15

節
く
ら
い
に
着
果
さ
せ
て
い
ま
す
。

③
病
害
虫
対
策

　

病
気
の
対
策
は
、
中
耕
時
に
デ
ィ
ス
ク
プ

ラ
ウ
で
土
を
寄
せ
、
排
水
溝
を
作
り
、
高
畦

に
し
て
排
水
の
良
い
圃
場
に
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
『
え
び
す
』『
く
り
ゆ
た
か
』
が

地
域
の
主
流
品
種
で
す
が
、
低
節
位
か
ら
良

く
着
生
し
、
着
果
が
良
好
で
、
う
ど
ん
こ
病
、

梅
雨
時
期
に
発
生
す
る
疫
病
な
ど
の
病
害
を

回
避
し
や
す
く
、
比
較
的
早
く
か
ら
出
荷
が

可
能
な
『
ほ
っ
こ
り
１
３
３
』
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

害
虫
の
侵
入
防
止
と
暴
風
対
策
に
、大
麦
、

小
麦
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
れ

ら
を
敷
き
草
と
し
て
利
用
し
ま
す
が
、
エ
ン

バ
ク
や
ラ
イ
麦
に
比
べ
て
根
が
弱
い
の
で
、

楽
に
引
き
抜
く
事
が
出
来
ま
す
。
刈
り
取
ら

ず
に
引
き
抜
く
の
は
、
根
を
残
し
強
風
に
よ

る
敷
き
草
の
移
動
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

今
後
も
、
品
質
と
収
量
を
維
持
し
つ
つ
、

消
費
者
に
自
信
を
持
っ
て
勧
め
ら
れ
る
カ
ボ

チ
ャ
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

research 連作のススメ

カボチャ

西
村
美
好
さ
ん
の
事
例

鹿
児
島
県
◆
指
宿
普
及
会

生
育
中
の
カ
ボ
チ
ャ

生
産
者
に
よ
る
圃
場
研
修
会

大
麦
の
被
覆

月  主な作業　　管理内容

1

2

3

4

5

6

播種
定植

収穫

無加温ハウスで約１ヶ月
間育苗

２月中旬、４葉で主枝を
摘心。３日後に定植。

本圃は透明マルチとし、
トンネルビニールの上に
保温シートをかける。

子づるを２本伸ばす側枝
２本仕立て。

収穫は５月中旬からの約
２週間に行う。

栽培暦
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食育に秘められた
幼児教育の極意

山形県 / 酒田市
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そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
光
景
だ
っ

た
。
子
供
た
ち
が
園
庭
狭
し
と
走
り
回

る
な
か
で
、
松
ぼ
っ
く
り
を
火
種
に
焼

き
芋
に
夢
中
な
一
団
。
団う

ち
わ扇
を
あ
お
ぎ

な
が
ら
楽
し
そ
う
だ
が
、
聞
け
ば
、
自

分
た
ち
で
松
ぼ
っ
く
り
を
集
め
、
穴
を

掘
る
場
所
も
決
め
て
焼
き
芋
を
し
て
い

る
と
い
う
。
た
だ
も
う
も
う
と
煙
が
立

ち
上
る
な
か
、
必
死
に
な
っ
て
火
を

煽
っ
て
い
る
姿
は
ど
こ
か
誇
ら
し
げ

だ
。
都
会
の
保
育
園
で
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
こ
こ
で
は
重
要
な
教
育
の
い
ち

場
面
で
あ
り
、
日
常
の
風
景
な
の
だ
。

　

十
坂
保
育
園
は
昭
和
52
年
に
庄
内
平

野
の
海
岸
線
を
近
く
に
望
む
農
村
地
帯

に
開
園
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
園
児
が
農

家
育
ち
の
た
め
食
生
活
に
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
忙
し
い
農
家

の
食
生
活
は
そ
の
真
逆
だ
っ
た
と
、
自

身
も
農
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
前
田
光
子

園
長
は
振
り
返
る
。
そ
こ
か
ら
手
づ
く

り
お
や
つ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
保
育

園
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
試
行
錯

誤
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。
先
進
的
保

育
園
の
視
察
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
理

　

子
供
た
ち
が
好
き
な
場
所
に
穴
を
掘
り

焼
き
芋
が
始
ま
っ
た
。
本
物
に
触
れ
、
自

然
の
巡
り
を
知
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
教

育
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　食べる事が楽しい！を育てる「ちびっこレストラン」は、それぞれが
好きな時間に好きな量を食べることで自主性も培われる。

　酒田普及会の高橋義昭会長「地元中学校のクラ
ブのスタメンの殆どが十坂保育園卒園生」という。
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レ
ス
ト
ラ
ン
に
並
ん

だ
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の

お
か
ず
。
園
児
自
ら
そ
の
日
の
体
調

や
気
分
に
よ
っ
て
分
量
が
自
由
に
選

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

special 地産地消

想
的
な
保
育
の
姿
を
追
い
求
め
た
。

「
私
た
ち
は
園
児
た
ち
と
真
剣
に
向
き

合
う
こ
と
で
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
個
性
も
家
庭
に
お
け
る
生
活

パ
タ
ー
ン
も
ひ
と
り
一
人
違
う
か
ら
、

好
み
も
お
腹
の
減
る
時
間
も
違
う
。
そ

れ
を
ひ
と
つ
の
枠
に
は
め
る
こ
と
が
不

自
然
だ
と
気
付
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら

園
児
が
自
分
で
判
断
し
て
多
く
の
こ
と

を
自
主
的
に
決
め
ら
れ
る
環
境
を
作
り

ま
し
た
」
と
い
う
前
田
園
長
は
、
食
で

そ
れ
を
具
体
化
し
て
み
せ
た
。

ま
ず
昼
食
の
時
間
を
11
時
30
分
か
ら

90
分
間
と
長
め
に
設
定
、
好
き
な
時
に

ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
一

方
、
手
づ
く
り
の
お
か
ず
を
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
に
し
た
。
た
だ
し
、
残
す
こ
と

は
原
則
Ｎ
Ｇ
。
５
歳
児
か
ら
は
食
器
洗

い
ま
で
す
る
の
だ
。
少
し
厳
し
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
は
こ
こ
に
食
育

の
極
意
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

最
初
は
欲
張
っ
て
多
く
と
り
、
食
べ

残
す
園
児
た
ち
も
最
終
的
に
は
食
べ
れ

る
だ
け
の
料
理
を
感
謝
し
て
食
べ
る
様

に
な
る
。
皿
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
時
に

は
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
を
覚
え
た
。

さ
ら
に
、
十
坂
保
育
園
に
大
き
な
転

機
が
訪
れ
る
。
平
成
２
年
か
ら
未
満
児

（
０
〜
２
歳
）
の
受
入
れ
が
始
ま
り
、

主
食
の
お
米
ま
で
園
側
が
提
供
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
中
身
を
吟
味
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
だ
。
そ
ん
な
折
、
あ

る
食
セ
ミ
ナ
ー
で
酒
田
普
及
会
の
高
橋

義
昭
会
長
と
出
会
う
。
園
長
は
高
橋
さ

ん
が
、
自
然
農
法
一
筋
で
サ
サ
ニ
シ
キ

を
つ
く
る
地
元
の
生
産
者
だ
と
知
り
、

自
然
米
を
提
供
し
て
欲
し
い
と
申
し
出

た
。
以
降
18
年
間
、
未
満
児
の
ご
飯
は

高
橋
さ
ん
が
一
手
に
引
き
受
け
、
自
ら

お
米
を
届
け
る
間
柄
に
な
っ
た
。

十
坂
保
育
園
の
子
供
た
ち
は
実
に
元

気
だ
。
保
護
者
た
ち
の
園
に
寄
せ
る
信

頼
も
厚
い
。「
自
由
に
は
責
任
が
伴
い

ま
す
。
そ
れ
は
時
と
し
て
ぶ
つ
か
り
合

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
相

手
の
立
場
を
理
解
し
て
優
し
く
な
れ
る

人
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
前
田
園

長
の
強
い
思
い
が
園
内
の
そ
こ
こ
こ
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
食
べ
る
こ
と
は
楽

し
い
こ
と
で
あ
り
、
体
と
心
を
つ
く
る

こ
と
。
や
は
り
食
育
と
は
「
人
を
育
て

る
こ
と
」
な
の
だ
。

自
由
の
意
味
を
知
っ
た

子
供
た
ち
が
学
ぶ

元
気
い
っ
ぱ
い
の
保
育
園

前
田
園
長
と
卒
園
生
で
保

育
士
と
な
っ
て
戻
っ
て
き
た

高
橋
順
子
さ
ん
（
左
）。
こ

こ
で
の
体
験
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
と
い
う
。

「
ち
び
っ
こ
畑
」
は
子
供

た
ち
の
手
や
心
を
育
て
、
自

然
の
巡
り
を
知
り
得
る
大
切

な
場
所
だ
。

酒田市
酒田普及会
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春
の
七
草
や
七
草
粥
の
お
こ

り
は
平
安
時
代
の
民
間
行
事
が

宮
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
れ
か
ら
変
遷
を
経
て

庶
民
に
伝
わ
っ
て
現
在
に
も
引

き
継
が
れ
、
正
月
の
食
習
慣
と

な
っ
て
い
ま
す
。
七
草
粥
に
使

わ
れ
る
そ
の
材
料
は
、
せ
り
、

な
ず
な
、ご
ぎ
ょ
う
、は
こ
べ
ら
、

ほ
と
け
の
ざ
、
す
ず
な
、
す
ず

し
ろ
と
七
種
の
中
か
ら
、
今
回

は
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
を
取
り
上

げ
ま
す
。

コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
は
キ
ク
科
ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ
属

で
す
。
現
在
和
名
で
呼
ば
れ
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
シ

ソ
科
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
属
で
あ
り
似
て
も
似
つ
か
な

い
も
の
で
す
。

２
０
０
８
年
12
月
に
本
欄
で
紹
介
し
た
ホ
ト
ケ

ノ
ザ
は
花
の
下
の
葉
が
茎
を
包
み
込
ん
で
い
る
写

真
で
し
た
が
、
昔
の
名
前
の
仏
の
座
で
あ
る
コ
オ

ニ
タ
ビ
ラ
コ
は
、
秋
に
茎
が
成
長
し
な
い
で
平

べ
っ
た
い
葉
を
地
面
に
放
射
状
に
つ
け
て
、
冬
の

寒
さ
か
ら
植
物
体
を
護
る
姿
を
、
専
門
用
語
で
ロ

ゼ
ッ
ト
状
と
言
い
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
仏
の
座
に

見
立
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
タ
ン

ポ
ポ
も
冬
を
越
し

ま
す
。

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
昔
の
名

は
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ

ロゼット状から茎を伸ばし
花をつけたコオニタビラコ

medical ソハスをめざして⑤

大
仁
瑞
泉
郷
は
昭
和
24
年
に
岡
田

茂
吉
先
生
が
発
表
し
た
瑞
泉
郷

構
想
に
基
づ
い
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
初
め
、
元
気
な
若
者
が
次
々

と
結
核
に
な
り
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

当
時
は
有
効
な
治
療
法
も
無
く
、
社
会

問
題
に
発
展
し
ま
し
た
。
一
方
で
覇
気

の
無
い
虚
弱
者
も
増
え
、
将
来
の
日
本

を
憂
え
て
、
岡
田
先
生
は
誰
も
が
日
々

健
康
を
増
進
し
て
い
く
生
活
法
を
実
践

す
る
場
所
と
し
て
瑞
泉
郷
を
計
画
し
、

熱
海
の
梅
園
奥
に
建
設
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
健
康
社
会
の

モ
デ
ル
づ
く
り
で
す
。

そ
の
柱
に
、
人
を
健
康
に
す
る
永
続

可
能
な
「
農
業
」
と
「
医
療
」、
ま
さ

に
農
医
連
携
を
か
か
げ
て
い
た
の
で

す
。
同
時
に
、
自
然
が
豊
か
で
、
季
節

の
花
々
が
咲
き
誇
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
施
設
（
水
族
館
・
遊

園
地
・
温
泉
プ
ー
ル
）
や
ホ
テ
ル
を
備

え
た
別
天
地
に
す
る
予
定
で
し
た
。

時
代
を
越
え
て
、
構
想
通
り
に
現

代
に
復
活
し
た
大
仁
瑞
泉
郷
・

奥
熱
海
療
院
は
最
先
端
の
「
農
医
連
携

の
現
場
」
と
し
て
、
社
会
か
ら
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。
診
療
と
は
独
立
し

て
、
農
場
や
牧
場
や
花
苑
や
森
林
に
足

を
運
び
、
散
策
や
作
業
や
自
然
体
験
を

楽
し
み
、
園
芸
療
法
や
音
楽
療
法
な
ど

の
気
に
入
っ
た
健
康
法
を
受
け
ら
れ
る

た
め
、
病
気
を
持
っ
た
方
だ
け
で
な

く
、
労
働
・
学
校
衛
生
や
健
康
増
進
な

ど
幅
広
い
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。
療
院

以
外
に
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
や
Ｍ
Ｏ
Ａ

ス
ク
ー
ル
な
ど
多
彩
な
受
け
入
れ
が
可

能
で
す
。

現
代
医
学
は
食
育
や
農
医
連
携
の

受
け
皿
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
農
医
連
携
に
基
づ
く
新
し
い
医
学

を
私
は
グ
リ
ー
ン
メ
デ
ィ
ス
ン
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

二
十
年
前
に
思
想
家
栗
田
勇
氏
は
対

談
『
岡
田
茂
吉
の
世
界
』
の
中
で
、
私

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
生
命
と
し
て

と
ら
え
、
グ
リ
ー
ン
と
呼
ぶ
こ
と
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
更
に
、「
人
類
の

今
ま
で
の
様
々
な
思
想
の
中
で
、
も

う
一
度
自
然
の
根
源
に
、
生
命
の
根
源

に
立
っ
て
考
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
広

く
、
い
ま
“
グ
リ
ー
ン
”
と
い
う
言

葉
を
合
言
葉
に
し
て
、
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
私
も
生
命
の
根
源
に
立
つ
こ
と
が

今
の
医
学
に
と
っ
て
必
要
だ
と
思
い
、

野
菜
や
田
畑
や
森
を
連
想
す
る
グ
リ
ー

ン
を
採
用
し
た
の
で
す
。

実
は
岡
田
先
生
は
、
自
然
農
法
の
研

究
が
進
み
社
会
に
浸
透
し
て
い
け
ば
、

同
じ
理
論
に
基
づ
く
新
し
い
医
学
を
受

け
入
れ
る
下
地
が
で
き
る
、
と
踏
ん
で

い
た
の
で
す
。

環境科学総合研究所　勝倉光德

グ
リ
ー
ン
だ
よ
全
員
集
合
！

と

え
る
ニ
ッ
ポ
ン

エムオーエー奥熱海クリニック院長　佐久間哲也

　グリーンメディスンは、環境と人間に優
しく、永続的に健康にしていく医療です。

訂
正
／
前
号
10
ペ
ー
ジ
中
段
に
青
森
県
八
雲
牧
場
と
あ
っ
た
の
は
北
海
道
八
雲
牧
場
の
誤
り
で
し
た
。
慎
ん
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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殺
未
遂
者
は
30
万
人
、
自
殺
願
望
者
は

３
０
０
万
人
と
い
わ
れ
る
。
ま
さ
に
日

本
は
生
命
（
い
の
ち
）
の
危
機
に
瀕ひ
ん

し

て
い
る
と
い
え
る
。
度
重
な
る
い
じ
め

に
よ
る
小
学
生
の
自
殺
の
報
道
か
ら
は
、

学
校
教
育
の
深
刻
な
問
題
も
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
農
業
、
特
に
土
壌
の
健

康
が
重
視
さ
れ
る
自
然
農
法
や
ア
ー
ト

の
体
験
を
よ
り
豊
富
に
、
教
育
の
現
場

や
人
々
の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

く
べ
き
時
代
で
あ
る
と
思
う
。

essay 種、いのち、を育てる⑱

静
岡
市
郊
外
の
と
あ
る
少
年
院
で
、

情
操
指
導
を
２
ヶ
月
に
一
度
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
４
年
以
上
が
過

ぎ
た
。
仏
教
職
に
あ
っ
た
高
齢
の
前
任

者
の
後
を
継
い
で
の
こ
と
で
あ
る
。
当

初
思
い
が
け
ず
こ
の
依
頼
が
飛
び
込
ん

で
き
た
時
に
は
、
大
い
に
狼ろ
う
ば
い狽
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
介
の
農
学
者
で
あ
る
私

に
何
が
で
き
る
の
か
。
自
問
を
繰
り
返

し
た
挙
句
、「
稲
の
話
な
ら
で
き
る
」
と

思
い
至
り
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

中
学
３
年
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
少

年
50
〜
80
人
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
が
対
象
で

あ
る
。
鉄
格
子
の
教
室
で
２
、３
名
の
監

視
人
が
付
い
て
い
る
。
少
年
た
ち
の
在

院
期
間
は
平
均
半
年
ほ
ど
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
少
年
は
連
続
し
て
３
回
ほ

ど
私
の
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
初
そ
の
教
室
に
足
を
踏
み
入
れ
た

時
、
部
屋
に
流
れ
る
無
機
質
な
空
気
に

た
じ
ろ
い
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
少
年
た
ち
の
目
も
涼
や
か
で
、

そ
の
容
貌
と
彼
ら
が
犯
し
て
き
た
罪

の
重
さ
と
は
決
し
て
結
び
つ
か
な
い
と

い
っ
た
印
象
も
ま
た
強
く
忘
れ
ら
れ
な

い
。
準
備
万
端
整
え
て
始
め
た
私
の
話

に
彼
ら
は
当
初
全
く
反
応
し
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
心
に
届
く
言
葉
を
探
そ

う
と
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
空
し
く
時

間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
よ
う
や
く
本
題

の
稲
の
話
に
入
り
、
ス
ラ
イ
ド
で
自
然

農
法
稲
の
姿
を
見
せ
た
と
き
か
ら
、
よ

う
や
く
彼
ら
の
心
が
動
き
始
め
る
の
を

実
感
し
て
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。い
っ

た
ん
心
を
開
き
始
め
る
と
彼
ら
は
自
由

闊
達
に
質
問
を
し
、
意
見
を
述
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
の
内

容
の
的
確
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。

当
少
年
院
の
教
育
は
、
絵
画
、
音

楽
、
短
歌
な
ど
の
ア
ー
ト
や
農
業
体
験

と
ほ
ん
の
基
礎
的
学
習
を
基
本
に
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
身
近
に
少
年
た
ち

の
姿
を
見
て
い
て
、
こ
の
教
育
方
針
は

見
事
に
功
を
奏
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
こ
こ
に
入
っ
て
き
た
少
年
は
、
す

ぐ
に
目
つ
き
が
穏
や
か
に
な
り
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
、
教
員
た
ち

は
一
様
に
語
る
。
更
生
率
は
70
か
ら
80

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
。
ア
ー
ト

や
農
業
の
体
験
が
、
い
っ
た
ん
荒
れ
果

て
て
し
ま
っ
た
少
年
た
ち
の
心
の
土
壌

を
再
生
さ
せ
る
格
好
の
手
段
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
彼
ら
が
未

来
に
向
か
っ
て
な
お
苦
し
い
人
生
を
歩

み
、
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
知
識
や

技
術
は
、こ
の
豊
か
な
心
の
土
壌
が
あ
っ

て
こ
そ
身
に
つ
き
活
か

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ

う
。認

知
症
や
心
の
病

気
に
罹か
か

っ
た
人

た
ち
が
自
然
農
法
の
土

に
接
し
野
菜
を
育
て
食

べ
、
ま
た
、
歌
っ
た
り
、

絵
を
描
い
た
り
し
て
、

癒
さ
れ
て
い
く
事
例
は

数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

一
説
に
、
日
本
で
自
殺

者
は
３
万
人
（
12
年
連

続
で
３
万
人
を
超
え
て

い
る
事
実
が
あ
る
）、
自

自
然
農
法
と
ア
ー
ト

花に囲まれての農作業（イメージ）。

静岡大学名誉教授　中井弘和
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加工食品

「
わ
か
め
を
食
べ
る
と
痩
せ

る
の
？
」、「
だ
っ
た
ら
、

お
父
さ
ん
は
と
っ
く
に
痩

せ
て
る
は
ず
で
し
ょ
」、「
そ

う
だ
ね
」(

笑
い)

、「
で
も

わ
か
め
を
食
べ
な
か
っ
た

ら
も
っ
と
太
っ
ち
ゃ
う
か

も
…
…
」

飽
食
の
時
代
、
お
い
し
い
も
の
が
多

く
て
、つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
べ
る
量
を
減
ら
さ
ず
、
運
動
量
も
増

や
さ
ず
、
減
量
で
き
た
ら
と
、
多
く
の

人
が
都
合
の
良
い
こ
と
を
考
え
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
良
い
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
そ

れ
に
頼
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、

わ
か
め
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

わ
か
め
ス
ー
プ
に
わ
か
め
そ
ば
、

わ
か
め
ラ
ー
メ
ン
、
わ
か
め
ご

は
ん
と
、
私
た
ち
は
「
わ
か
め
」
の
つ

い
た
メ
ニ
ュ
ー
に
は
馴
染
み
が
あ
り
ま

す
。
海
の
野
菜
と
も
言
わ
れ
る
わ
か
め

で
す
が
、
世
界
の
中
で
昔
か
ら
食
し
て

い
る
の
は
、
日
本
と
お
隣
の
韓
国
だ
け

と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

確
か
に
最
近
流
行
の
焼
肉
屋
さ
ん

で
、
出
て
く
る
ス
ー
プ
や
野
菜

に
は
、
わ
か
め
が
必
ず
登
場
し
て
い
ま

す
。
我
が
家
の
味
噌
汁
に
、
わ
か
め
は

欠
か
せ
な
い
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。

わ
か
め
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
は
じ
め

多
種
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
含
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
腸
内
細
菌
を
自
然
と
増

や
し
て
く
れ
る
食
物
繊
維
や
、
必
須
成

分
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ヨ
ー
ド
を
豊
富
に

含
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
多
く
の
有
効
成
分
を
含

む
わ
か
め
に
つ
い
て
、
最
近
は
研
究
も

さ
か
ん
に
な
さ
れ
、１
９
９
９
年
に
は
、

体
内
で
効
率
良
く
脂
肪
を
分
解
し
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
研
究
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
い
わ
ゆ
る
わ
か
め

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
各
地
の
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
で
わ
か
め
が
品
切
れ
と
な
る
事

態
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に

研
究
が
進
み
、
最
近
で
は
、
動
脈
硬
化

の
予
防
や
治
療
食
品
に
な
る
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
わ
か
め
」

に
頼
り
過
ぎ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
と
適
度
な
運
動
も
大
切
で
す
。

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
、
鳴
門
の
渦
潮

で
有
名
な
鳴
門
海
峡
で
栽
培
し
た
わ
か

め
を
、
収
穫
後
の
鮮
度
を
保
持
す
る
た

め
に
素
早
く
釜
茹
で
し
、塩
蔵
保
存
し
、

塩
抜
き
し
た
後
に
使
い
や
す
く
細
切
り

加
工
し
、
乾
燥
さ
せ
た
、「
鳴
門
糸
わ

か
め
」
が
あ
り
ま
す
。
流
れ
の
速
い
鳴

門
海
峡
の
海
流
の
中
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
絶

え
ず
ゆ
れ
て
運
動
し
続
け
る
中
で
、
太

い
茎
の
肉
厚
な
わ
か
め
へ
と
成
長
し
ま

す
。
こ
れ
が
、
わ
か
め
の
名
産
地
の
ひ

と
つ
に
、
必
ず
「
鳴
門
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
理
由
で
す
。

　

わ
か
め
の
よ
う
に
運
動
し
て
、
今
年

こ
そ
は
理
想
の
体
型
に
と
決
意
を
新
た

に
す
る
の
は
一
番
で
す
が
、
こ
た
つ
の

中
の
足
首
を
少
し
ま
わ
し
て
、
外
は
寒

い
と
弱
気
な
決
意
で
一
年
を
始
め
る
、

そ
れ
も
ま
た
よ
い
で
し
ょ
う
。

ミ
ネ
ラ
ル
等
が
豊
富
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
有
効

わかめ

health & food

参
考
／
理
研
ビ
タ
ミ
ン　

わ
か
め
チ
ャ
ン
ネ
ルhttp://w

w
w
.rikenvitam

in.jp/w
akam

e_channel/index.htm
l
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shopping 普及会直送の自然農法農産物
自然農法マーク 転換期間中マーク 特別栽培マーク

注文期間　１月１日～１月31日
発送期間　２月９日頃
値　　段　2,700円（消費税込、送料別）
限定数量　100箱
発送形態　５kg箱（3L・2Lサイズ込み）
　　　　　　（２ケースまで１梱包で発送可）

支払方法 郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送
生産者の中嶋さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

熊本県

宇土普及会

注文期間　１月１日～１月31日
発送期間　２月７日頃
値　　段　3,200円（消費税込、送料別）
限定数量　100箱
発送形態　10kg箱（M～2Lサイズ込み）
　　　　　　（２ケースまで１梱包で発送可）

支払方法　郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送
生産者の森山さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
 　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

注文期間　１月５日～１月15日
発送期間　１月20日～
値　　段　2,500円（消費税込、送料別）
限定数量　100箱
発送形態　10kg箱（Ｍ～2Ｌ込み）
支払方法　郵便振替用紙をお届け翌月10日頃に送付

会員割引／10％引き

〒063-0812　札幌市西区琴似２条７丁目２番５号　メシアニカビル6Ｆ
　MOA商事 北海道販売　FAX（011）622 - 8266 ／ TEL 622 - 0366

注
文
先

北海道

十勝会

注文期間　１月１日～随時
発送期間　１月中旬より
値　　段　1,450円（消費税込、送料込）
（※関東、東北、新潟県以外の地域は別途315円の送料が必要）

限定数量　100セット
発送形態　200g×５ヶ
支払方法 お届け翌月10日以降に請求書送付

代表の三上さん

〒351-0014  埼玉県朝霞市膝折町4-21-28　 MOAつうはん 
　 　　　　　　　　FAX（048）469 - 7613 ／ TEL（048）464 - 2313

注
文
先

青森県
中里町自然農法研究会

注文期間　１月６日～１月下旬
発送期間　１月下旬お届け
値　　段　3,850円（消費税込、送料込）
関東・東北・新潟以外は別途料金315円がかかります。

限定数量　なし
発送形態　5kg箱（約16～ 20玉入り）
支払方法　お届け翌月10日頃に請求書送付

生産者の渡辺さん

〒351-0014  埼玉県朝霞市膝折町4-21-28　 MOAつうはん 
 　　　　　　　　FAX（048）469 - 7613 ／ TEL（048）464 - 2313

注
文
先

青森県

弘前普及会 キウイフルーツ
注文期間　１月20日～２月15日
発送期間　２月20日頃
値　　段　1,600円（消費税込、送料別）
限定数量　30箱
発送形態　３kg箱／バラづめ（Sサイズのみ）
支払方法　郵便振替生産者の石綿さん

注文先　〒250-0055　神奈川県小田原市久野4054　石綿敏久
　　　FAX(0465) 35 - 1882　※ハガキかファックスのみの注文です。

注
文
先

神奈川県

小田原普及会

注文期間　２月上旬～２月中旬
発送期間　２月中旬（限定50箱）
値　　段　約1,500円（消費税込、送料別）
発送形態 大中／大根1本、小かぶ1束、キャ
　　　　 ベツ1玉、人参1袋◇桜井／ほうれ
                ん草、小松菜、水菜より4袋
支払方法　郵便振替用紙を同封（振込料無料）野菜セットの一例です

〒564-0053　大阪府吹田市江の木町16-9　ＭＯＡ関西販売
　　　　　　　FAX（06）6388 - 1711　TEL （0120）55 - 0359　

注
文
先

旬の野菜

じゃがいも
（農林１号）

ネーブル ポンカン

注文期間　１月１日～１月25日
発送期間　１月下旬より
値　　段　1,900円（消費税込、送料込）
　　　　　　　（※北海道、沖縄は別途315円の送料が必要）

限定数量　50箱
発送形態　３kg箱（3箱まで1梱包で発送可）
支払方法　郵便振替用紙を同封生産者の吉田さん

〒920-0848　石川県金沢市京町24-33　MOA商事 北陸販売
　　　　　　　　　　FAX（076）253 - 1177／ TEL（076）253 - 1115

注
文
先

富山県

南砺普及会里芋

セット

注文期間　１月１日～１月31日
発送期間　２月７日頃
値　　段　3,100円（消費税込、送料別）
限定数量　80箱
発送形態　10kg箱（Ｓ～Ｌサイズ込み）
　　　　　　（２合結束での発送はできません）

支払方法 郵便振替用紙を商品お届けの翌月10日頃郵送
生産者の中川さん

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

熊本県

八代普及会清見みかん

注
文
先

注文期間　１月１日～22日
発送期間　１月27日頃～
値　　段　3,100円（消費税込、送料別）
限定数量　60箱
発送形態　10kg箱（Ｓ～Lサイズ込み）
　　　　　　（２合結束での発送はできません）

支払方法 郵便振替用紙をお届け翌月10日頃郵送
生産者の河野さんご夫妻

〒811-2302　福岡県糟屋郡粕屋町大隈162-3　ＭＯＡ西日本販売　通販課
　（松本、中村まで）FAX（092）938 - 7616／ TEL（092）938 - 7633

注
文
先

熊本県

八代普及会

大分県
大分府内普及会

注文期間　１月６日～１月末
発送期間　１月７日～２月上旬
値　　段　2,900円（消費税込、送料別）
限定数量　50箱
発送形態　10kg箱
支払方法　郵便振替用紙を同封山田正義さん（左）と杉村喜久雄さん

〒485-0059　愛知県小牧市小木東2-118　ＭＯＡ商事 中部販売
　  産地支援グループ FAX（0568）41 - 0320 / TEL （0568）41 - 0325 

注
文
先

藤枝普及会
静岡市普及会青島みかん

注文期間　２月上旬～３月下旬
発送期間　２月下旬より随時
値　　段　500円 /1kgあたり（消費税込、送料別）
限定数量　なくなり次第終了　　　　
発送形態　２、５、10、15kg段ボール

（秀品M～２Ｌ）

支払方法　郵便振替用紙を同封
生産者の皆さん

〒564-0053　大阪府吹田市江の木町16-9　ＭＯＡ関西販売
　　　　　　FAX（06）6388 - 1711　TEL （0120）55 - 0359　

注
文
先

和歌山県

串本研究会キンカン

お粥
（自然農法産つがるロマン）

りんご
（ふじ）

青島みかん

生産者の斉藤さんご夫妻

静
岡
県

大中普及会
桜井研究会

滋
賀
県

奈
良
県

終了しました

終了しました

終了しました
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お便り回覧板

読
者

食
の
安
全
と
い
う
言
葉
が
当
り
前
の
よ
う
に
話
さ
れ
る
世
の

中
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
は
い
つ
わ
り
の
な
い
食
べ
物
を
ず
っ

と
提
供
し
て
下
さ
っ
て
本
当
に
助
か
り
ま
す
。ま
た
、今
回
は
ス
コ
ー

ン
の
作
り
方
が
分
か
り
や
す
く
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

（
愛
知
県
あ
ま
市

杉
浦
美
香
）

緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
家
庭
菜
園
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
出
荷

す
る
能
登
の
お
母
さ
ん
た
ち
。
ス
ゴ
イ
で
す
。
ま
た
、
ミ
ツ

バ
チ
ま
で
飼
っ
て
い
る
山
岸
さ
ん
ご
夫
婦
の
笑
顔
。
こ
ち
ら
ま
で
伝

わ
り
ま
す
。

（
栃
木
県
宇
都
宮
市

吉
沢
輝
順
）

自
然
農
法
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
し
か
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、昨
年
か
ら
オ
ク
ラ
を
作
っ
て
み
よ
う
と
、人
か
ら
も
ら
っ

た
オ
ク
ラ
の
種
を
乾
燥
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
て
、
ど
う
や
っ
て

育
て
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
９
、
10
月
号
で
育

て
方
が
載
っ
て
い
た
の
で
、
庭
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。
分
か
り
や
す
い
説
明
で
助
か
り
ま
す
。

（
石
川
県
金
沢
市

宮
上
久
枝
）

４
月
よ
り
地
域
の
集
会
所
を
借
り
て
団
地
だ
け
の
野
菜
販
売
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。顧
客
も
定
ま
り
売
上
げ
も
上
々
で
す
。

お
茶
会
と
拠
点
へ
つ
な
が
る
様
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
不
自
由
な

身
体
で
す
が
、
続
け
ら
れ
る
限
り
喜
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
徹

し
て
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
野
菜
農
家
さ
ん
た
ち
の

ご
協
力
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

（
広
島
県
東
広
島
市　
永
谷
博
子
）

何
で
も
相
談
室
に
お
い
て
ダ
ン
ゴ
虫
の
件
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
早
速
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
使
っ
て
退
治
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。
今
迄
も
大
変
で
、
私
た
ち
も
困
っ
て
い
ま
し
た
。
野
菜
ク
ズ

な
ど
を
食
べ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
県
鴨
川
市　

鈴
木
洋
子
）

ダ
イ
コ
ン
は
、
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
も
、
フ
ロ
フ
キ
ダ
イ
コ
ン
も
、

ま
た
刻
ん
だ
葉
っ
ぱ
も
大
好
物
で
す
か
ら
、
小
さ
な
家
庭
菜

園
で
毎
年
楽
し
ん
で
育
て
て
い
ま
す
。
前
回
は
自
作
の
ダ
イ
コ
ン
の

種
を
採
っ
て
播
い
た
ら
、
市
販
の
種
よ
り
生
育
が
良
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
記
事
に
い
っ
ぱ
い
赤
線
を
ひ
い
て
読
み
ま
し
た
。
今
年
は
高

温
続
き
の
た
め
９
月
に
入
っ
て
か
ら
播
き
ま
し
た
が
、
成
果
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
厚
木
市

前
川
一
郎
）

ニ
ン
ジ
ン
の
そ
ぼ
ろ
ご
飯
の
写
真
が
彩
り
も
良
く
器
も
マ
ッ
チ

し
て
大
変
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
作
り
方
と
同
時
に
器
の

読
者
読
者

選
び
方
、
盛
り
つ
け
方
も
参

読
者
読
者区　
鈴
木
寿
美
江
）

読
者
読
者

　

岩
手
県
下
閉
伊
郡
川
井
村
大
字

田
代
付
近
の
諺
。
播
種
し
て
も
成

育
覚
束
な
し
と
の
意
な
り
。

大
仁
瑞
泉
郷
は
昨
年
の
11
月

６
、７
日
の
２
日
間
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
健
康
と
秋
の
収
穫

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
日

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
近
隣
を
は

じ
め
と
し
て
全
国
か
ら
来
場
者

が
訪
れ
、
広
い
農
場
も
ま
た
た
く

間
に
人
で
埋
ま
り
、
大
勢
の
人
の

歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

展
示
圃
場
で
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
育
て
ら
れ
た
ダ
イ
コ
ン
や

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
収
穫
体
験

が
あ
り
、
大
テ
ン
ト
で
は
桑
江
知

子
さ
ん
の
歌
や
太
鼓
の
演
奏
が
華
々
し
く
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

トピッ ス
大
仁
瑞
泉
郷
で
健
康
と
秋

の
収
穫
ま
つ
り
を
開
催

温
故
知
新
自
然
暦

農
事
暦

「
彼
岸
中
に
氷
が
流
る
る

な
ら
種
を
下
す
な
」

伝

出
典
『
自
然
暦
』（
川
口
孫
治
郎
著
、
昭
和
18
年
、
日
新
書
院
）

members 読者コーナー

今回は『きんかんとはっさくのセット』を10名様にプレゼント。
ご希望の方は住所、氏名、年齢、電話番号、賛助会員番号、記事の
感想とプレゼント名を書き添えて下記までお申し込みください。

〒410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋1606の２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

２
月
25
日

（
金
）

消
印
有
効

当選は発送をもってかえさせていただきます。
なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ずし

も一致いたしません。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

収穫体験には長蛇の列も。

。
の 印

有

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
中
は
自
然
農
法
活
動
に

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
引
き
続

き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団

終了しました
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シェフのレシピ

年
越
し
そ
ば
や

引
越
し
そ
ば
な
ど
、

古
く
か
ら
縁
起
の

良
い
日
本
料
理
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
そ
ば
。
そ

の
原
材
料
で
あ
る
そ
ば
粉
に
は
、

植
物
性
の
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や

疲
労
回
復
効
果
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン

B1
、
皮
膚
や
粘
膜
を
保
護
し
、
抵

抗
力
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
B2
を
多

く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
効
果
的

な
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
豊
富
で

す
。

そ
ば
粉
を
麺
に
し
て
食
べ
る
習

慣
が
定
着
し
た
の
は
江
戸
時
代
頃

で
、
そ
れ
以
前
は
、
そ
ば
団
子
や

す
い
と
ん
、
お
焼
き
な
ど
に
し
て

食
べ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
新

し
い
よ
う
で
昔
懐
か
し
い
そ
ば
団

子
を
是
非
、
召
し
上
が
っ
て
み
て

下
さ
い
。

そば団子をつくりましょう

　リンゴに透明感が出始めた
らひっくり返し、さらに数分
煮て、全体が透明で飴色に
なったら火を止める。

natural sweet
ンター料理長

2

3

4

5

6

使う材料

○そば粉              　　 100ℊ
○熱湯　　　　　　　　 90ℊ

調理時間

35分

エネルギー

591㎉

塩分

 0g

（8個分）

　粗熱がとれたら、荒みじん
切りにしてシナモンを軽くふ
りかけて混ぜる。

　そば粉に熱湯を加え、ゴム
ベラ等でよく混ぜてこねる。
その後、20g くらいずつに
分けておく。

20
ｇ
に
分
け
て
お
い

た
④
を
水
で
ぬ
ら
し
た

ラ
ッ
プ
で
挟
み
込
み
、

平
た
く
の
ば
し
、
10
ｇ

程
度
の
餡
を
包
む
。

※
リ
ン
ゴ
の
代
わ
り

に
茄
子
味
噌
等
を
包
め

ば
、
お
焼
き
の
様
な
感

覚
で
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
ば
は
色
々
な
食
材

と
相
性
が
よ
い
た
め
、

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で

お
試
し
く
だ
さ
い
。

※アイディアをお持ちの方は編集部までお手紙下さい。スイートレシピの参考にさせていただきます。

（全量）

1

　リンゴは、皮をむき５㎜厚の
イチョウ切りにし、フライパン
に入れる。そこに砂糖を加え、
蓋をして弱火で煮る。
※　ＭＯＡの砂糖の場合は、ミ
ネラルシュガーよりティーシュ
ガーを使用した方が、明るい色
の餡に仕上がります。酸味の強
いリンゴの場合、味や香りにメ
リハリが出ますが、酸味が弱い
場合は、レモン汁を加えて調整
してもいいでしょう。

リンゴ餡の

きな粉と砂糖を２：１の
割合で混ぜ、⑤の団子全体
にまぶす。
※きな粉の上に団子を置
いて転がすときれいに仕上
がります。

○リンゴ　　　　　　　130ℊ
○砂糖　　　　　　　　 13ℊ
○シナモン　　　　　　適量

団子

餡

○きな粉　　　　　　小さじ 4
○砂糖　　　　　　　小さじ 2

きな粉



　　　　つ く り 方

今
月
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

眞
弓
明
子
さ
ん

’の

栄
養
士

①ホウレンソウは茹でて水に取り、水気を
　絞って細かく刻む。長ネギはみじん切り
　にする。

②ボールに①、油を切ったツナ、生姜、ニ
　ンニクを入れ、調味料Ａを加えてよく混
　ぜる。

③餃子の皮で②を包み、180℃の油できつ
　ね色に揚げる。

（20 個分）「材料」

　

代
表
的
な
緑
黄
色
野
菜
の
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
は
、
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

鉄
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。
カ
ロ

チ
ン
は
が
ん
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
予
防

に
役
立
つ
ほ
か
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
の
相

乗
効
果
に
よ
り
肌
荒
れ
や
風
邪
の
予
防

に
も
効
果
的
で
す
。

　

栄
養
価
が
高
ま
り
、
お
い
し
さ
も
増

す
の
は
旬
で
あ
る
冬
で
、
霜
に
あ
た
っ

て
甘
み
が
増
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

株
は
小
さ
く
茎
が
短
い
も
の
、
葉
は
濃

い
緑
色
で
肉
厚
の
も
の
、
根
の
赤
み
が

濃
く
鮮
や
か
な
も
の
を
選
ぶ
と
よ
い
で

し
ょ
う
。水
分
が
蒸
発
し
や
す
い
た
め
、

湿
ら
せ
た
新
聞
紙
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
に
包
ん
で
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
冷
蔵

庫
に
立
て
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

●ホウレンソウ    150g
●長ネギ          １/ ２本
●ツナ缶             100g
●おろし生姜
                小さじ１/２
●おろしニンニク
                小さじ１/２
●餃子の皮          20 枚

編
集
発
行
人
／
宮
島
忠
仁
　
発
行
所
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
エ
ム
・
オ
ー
・
エ
ー
自
然
農
法
文
化
事
業
団
　
〒
413-0011　

静
岡
県
熱
海
市
田
原
本
町
9
番
1
号
　
熱
海
第
1
ビ
ル
9
階
／
定
価
300

円
（
税
込
み
）

編
集
部
／
〒
410-2311　

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
浮
橋
1606

番
地
2　
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化
事
業
団
　
電
話
0558(79)1113　

FA
X0558(79)1115

MOA自然農法　平成23年 1月１日発行（奇数月の隔月発行）　平成８年５月１日第三種郵便許可　http://www.moaagri.or.jp

　

健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 カロリー 塩分
約30分 201kcal 0.5g(５個分 ) (５個分 )

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
餃
子

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

調味料 A
●しょうゆ　　　  小さじ１
●みそ　　　　　  小さじ１
●酒　　　　　大さじ１/２
●ごま油　　　大さじ１/２
●塩、コショウ　　　  少々

※フライパンで焼いてもよい。

●揚げ油　　　　　　  適量


